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フレ下におりる国民生活
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秋田事件の背景として
l i
4H 
自由民権運動の研究は、近年急速に発展してきた。中でも地方
政社の構造と活動、運動発展の社会的条件の究明に、研究の重点がおかれている。
民権運動が質的にも量的にも急激に発展したのは明治十一年か
ら十四年に け の時期である日
。
この時期はまた明治初年以来
のイシフレが非常な昂進を見せた時期でもある。イシフレの進展
一、ま
え
き
回
勝
郎
口
が国民の各階層に如何なる影響を与
え
、それが民権運動の展開と
どの様に結びついているかという事は、きわめて興味深い問題であるが、これについては今日までのところ 概括的な研究のみで、具体的に掘下げた究明が殆ど行われていないようである
。
民
権運動の激化諸事件と十年代後半のデフレとの関係については、幾つかの貴重な研究がなされ レるのに比して、イシフレと民権の関係に就いての成果は微々 るものと言わねばなら
。
私は最近、民権激化事件の一
つ
の魁と目されている敷田事件は
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（これは明治十四年六月、秋田県横手盆地に発生した）に就いて調査中、以上の問題に関して明か知るところがあった。本稿では、秋田県の場合を例にとコて、特に明治十年代前半の
イシフレと、その国民生活への影響に重点をおきながら、簡単な素描を試みたいと思う。
物
価
高
騰
の
明治初年の社会を特色
eつける傾向にイシフレの問題がある。こ
れは財政的基礎の確立しなかった明治初期の政府が不換紙幣の濫発政策を実行した等に生じたもので、殊に西南戦争後においてイシフレの波は高まった。明治一
τ
年二億四千三十万円であった紙幣
流通総額は、明治九年には九億四千五十万円となり、更に西南戦争後の明治十一年には十二億九百二十万円と急膨張し、その大部分は政府発行の紙幣であった？
イジフレの傾向は十二年、十三年と引続き、貨幣価値の下落、
物価の高騰となって表われ、国民生活に押かぶさったのである。秋田地方も例外でなかった。当時の物価高を中心的商品である米によって見ると次のようになる。（表
1 参 照 〉
米価高騰の山は三つあるが、この中で明治九 から始まって十
三年に頂点を迎え 第三 山が問題である。 十万の地廻米刊に比すると十三年十二月に於ける同米の値段 二、八倍となっている。とく この高騰は十二年から十三年にかけて、殆ど毎月の上昇となっている。
こうした値段の上昇は米以外の諸商品についても見られた。次
あ収が 時 た く表 1）米価毎年最高最低調表〈秋田沼草史大成下巻附録〉
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に生糸、杉材木綿、鉄、白砂糖、塩 就いて記して見ょう
c
米、杉材、生
糸は秋田の重要な生産品であるからその値上りは農民経済のプラスとなったが、塩、木綿、白砂糖などの値上りは生活に対する圧迫となって響いた。
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米価変動表〈地組米一石値段
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俸椋代りに与えられた公債の、その利子もまたイジフレの激浪に立向う力をもたなかっ 。
かくて士族の大半は、イジフレ下における利子生活者の苦痛を
味わった。貧困士族は虎の子にしていた秩路公債、金穣公債を次々に手放していてたのであるが、その事情は次の通りである。
金藤公債所有高（秋田県統計書より〉
明治ロ一五三二、三三
O
円
同日
O
二九、三七五
同比九一七、二三五向日八八九、 四
O
秩旅公債に就いても同様のことがいえる。明治十二年の所有高
を 一
OO
とT
れば、十三年には六七となり、十四年には更に五九
と下落している。士族の窮乏の程度が大体想像される。打撃は下級士族ほど激しかったといえるだろう。彼らは乞食となり、強盗となって衝をうろついた。明治十二年の秋田遅過新聞は、羽織袴姿の乞食がふえたと、幾つかの実例を挙げている。
乞食、強盗に落ぶれ得ない人々は積極的な反撃に出た。その方
向は二つあった。一つは旧藩政時代 借上金を返却 貰おうとの運動である。佐竹蕃では明治初年の藩政時代 蕃財政の危機を切抜けるため、全藩士から穂高の一定部分（四割〉 借土を行った。こ 借上部分を即刻返却して欲 いと 要求で、藩主に対する要望に終らず新政府へと鋒先が向けられて行ったゆ
o
これに参
加した士族は介川通顕（旧藩の大参事で後に秋田立志会顧問となった〉外一四三八名で、この数は当時秋田町に居住して た戸主
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士族の約四O%に当っているげ。
第二の要求は秩鞭公債と金続公債の支給条件に差があるから、
その差額を補充して欲しいとの声
で
ある。明治九年に発行条令の
でた金線公債は、それ以前の秩椴公債に比して支給条件が良か
っ
た。先んじて公債をうけた士族に ってはこれが不満の種であ
コ
た
。
彼らは新政府に対し再参陳情書を提出している何
。
この外に公債利子正賃支払の要求がある。公債利子は普通紙幣
をも「て支払われたので
あ
るが、紙幣の値段が下落し正賃との交
換にも不利な条件となったイシフレ下に於いて、公債利子も正賃ぞ支払われたいとの切実な要望である
。
これには雄勝郡内の士族
が数百名参加し いる。
勿論貧乏士族の救演のため、政府は士族授産の手をう
っ
た
。
秋
田にも秋成社が出来、政府補助をうけ 開拓に従っ が、参加者は士族の中の僅少部分に過ぎなかった
。
かくて窮乏士族の不平と不満が反政府運動として
の
性格をも
っ
民権運動に結合されて行ったのも、自然の成行といわねばならぬ
回、農民の動向
イ
ン
フレ下の農民の動
き
は複雑
で 忠
る
。
という
の は
地主や富
農
は
イシフレによって利益を受けるが、小作、貧農は米価と共に上
昇する生活物資の値段によって打撃を受けるから
で
ある
。
教団県統計書明治十六年版によれば、明治十四年における秋田
県
の自作地、小作地の割合は六七%・一
二 三
%とな
っ
ている
。
ニ の
数字は当時の他県の比率と比べても余り差のない数字である。天
、
E 』
、
保十年度の民間地主の形成はきわめて低いといわれているゅのに比べると、
三
十年間にかなり大きな農民分解が行われ、小作地が
増大したと考
え
られる
。
イシヌレ下においての農地の移動につい
ての数字的史料はないが、こ 期間にも小作地の増加が見られたことであろう。
さて農民分解は全県一律
に
行われた
の で
はな
く
、各郡によ
っ
て
非常なデコボコがある
。
横手盆地を占める平鹿郡では小作地が六
O%をこえ、隣り 仙北郡でも四六%を示す
。
叉県北の鹿角郡は
五五 となっている
ω
。大事なのは、これら小作地割合の高い地
域が、モのまま民権運動の発展した地
域
と重なっている点であろ
う。秋田の民権運動が農民的色彩を濃くもっていたのは、これらの点と関係があるように思われる
。
次に当時の地主富農の動きについての
べ
よう
。
秋田米は乾燥が
悪いため腐敗する事が多く、東京等 消費地では評判が悪かった
。
この腐米の悪声を返上しようとして、改良の法を考えたのは
地主富農と県庁側であった
。
角間川の豪農最上広酔らが中心とな
って改良社を起したのがそれである
ω
。
この動きはインフレに伴
う米の値上の利益をより大巾に獲得せんとしての働きとも考えられる。然し小作人達はこれに協力しなかった
。
彼らは腐米改良の
費用と労力を小作人負担でや ながら’従前通りの小作料をそのままにしておるの
で
は、利益の大半は地主側に落ち、自分達の収
入増大とはならぬというのであっ 位
。
当時の小作料は明かでな
いが、明治二十一年において五O%から七O%であ
っ
たから、当
時もその程度であったと思われる。
一 三 七
、・
•'' 
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．ー、
かくて腐米改良の業も為政者と富農地主の運動に終って一般農
民、特に小作人の聞には簡単に普及しなかった。
小作貧農の窮乏を端的に示しているのは次の数字であろう
。
ハ 表
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〉農家の牛馬所有数ハ秋田県統計書より〉
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ω
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これは明治十六年の数字であるが、十年代前半も大差なかった
と思われる。全県を通しての不足数（一一円当一匹として〉が四一六こでは五%にしか当らないので大した事がなさそうであるが、郡別に検討して見ると、小作率 高い平鹿郡雄勝郡では五O%に近い不足 なっ い 。富農は一一円で数頭の牛馬を養 のが常であった事を計算に入 と、実に大変な数の人々が、牛馬さえ持ち得なかったこ になる。牛馬を持たぬ農家 貧困は想像をこえるものがある。
何れにしろ、一部の地主富農を除けば大半の農民はイシフレの
もとにあって行詰を感じていた。彼等は生活のやりくり丈で手一杯で到底税金の支払までは手が伸びなかった
。
秋田県統計書は
「国税怠納者」として
明ロ二二、五二三人（内地税関係明日一七、六五五人（。明
M
二五、九八
O
人ハ
// 
。、九五九人〉五、七コ二人〉二、二ハ七人）
、 、
Jy i
鼻
一 三八
明日一回、五八九人ハ。一二、三二三人〉
という数字を挙げている。「怠納」の八O%近くが地租関係だというのは、関心をひくところである。これらの地租怠納者が財産を差押えられ公売に附された幾つかの例に就いては、秋田遭遇新聞が報道を行っている。
地租の問題は重要である
。
秋田県における地租改正の実施とそ
の影響については、弦でふれている余裕はないが、新地租 旧地租と比しても寧ろ重い位であった
ω
。農民は三重や茨城のように
一撲的反抗形態 とり しなかったが、地租改正の実施過程において、また、実施後において様々の消極的反抗を示した
。
怠納も
その一つと考えられる。
イシフレ下にあって貧困化していた小作、貧農が、重荷する地
租に対する不満をも含み
つ つ
不平の念をつよめて、やがて、民権
運動の一翼を荷うようになったのも、また、己むを得ない勢であっ た ろ う 。
玉、動労市民の困窮
イシフレが賃金労働者に打撃を与える事は昔も今も変りがな
い。明治十年代前半においてもこれが見られ 。それは先ず 物価と賃金のひらきとして表われた。一例として米価と町大工 賃金を比べて見ょう。
比較の都合から大工賃金は一日の金高を十倍 して表わしてあ
るが、この値動きは物価と賃金 差を明かに一不 いる。
安い賃金、高い物価に追いつめられた彼らは秋田、能代、本荘
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ハ 表
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〉米価と穴エ賃金ハ秋岡県統計書及治事史大成より〉
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その他の都市に於いて、備蓄米の払下を迫った
。
富豪たちは社会
の混乱を恐れて安米の払下を行い、救済に力めたが、それ丈では解決しなかった。窮迫した市民の一部は盗賊化した め、県会は態々全県に通達を出して警戒させねばならなかった川。
一方勤労市民の聞に暴動化の動きも表われ、明治十四年四月に
は土崎沖仲仕 騒擾 生んだいこれは賃金の値上を要求する沖仲仕六百名の参加によって起り俗、イ
Y
フレの進行を背景にして考
える時にはじめて、正しく理解のつく事件である。吐崎事件 先立つこと三年、明治十一年八月の院内鉱山「紛擾」却もイ
y
フ レ
下におけ 鉱山労働者の反抗とみてよいのではないだろうか。
品ハ一、商工業の発展
最後に商工業が、イシフレ下で、どんな姿を呈したかについて
述べよう。
先ず県内銀行の営 状態について示そう。第四八国立銀行の預
金は明治十二年六一万円、十三年一七七万円、十四年一九七万円と急速にのびている 預金者は一般県民や勤労市民とは考えられないから、地主富農、それに多くの商工業者はイシフレ下において、多額の収益をあげたと考えねばならない
。
序に言えば銀行の
収益は明治十二年 それを百とすれば十三年は 八 、十四年は二二八と 全く鰻上りにのぼっている
M o
イシフレ景気を背景に多くの商社や貸金会社が設立された。秋
田県統計書によると、明治元年より十五年迄に設立された県内会社は二四に達し いるが、このうちこ
O
社が、十一年より十五年
迄の設立となっている。
鉱工業に就いても同様のことがいえる。業では酒造業が圧倒的
多数を占め、次のように明治十二年から十四年にかけて、非常増加を示している。
これら増加した酒造業者たちが、電荷する酒税反対に立上る
時、そこに自由党 指導する酒屋会議が成立するのである。
次に鉱山について見ると、阿仁、院内、小坂、十輪田の官行四
山を除いて、民間鉱区は十
二
、十三、十四年と逐年ふえ、その探
掘量もふえ いる川。
以上を概括していえば、イシフレ下において、銀行、商社、工
場、鉱業所は何れも経営を誌張し、資本主義的発展の第一歩を踏出していたという事ができる。
16 15 14 13 浩12
二 二 九
Hosei University Repository
ハ表7〉酒類製造人の増加（秋岡県統計書より
｜明 明明明！
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然しながら、小売業はイ
γ
フレの打撃をつよくうけていた
。
彼
らへの圧迫は、先ず小銭の払底としてあらわれた
。
イシフレのた
め紙幣の値段が下落し、正貨との交換が不利になると、正貨穏置が流行し、硬貨とあれば小銭でさえも、店頭か 姿をかくす有様であった倒。小銭払底はかくして生じ、それは商売 も悪影響を，与えた。このあいだの事情については、後の首相原敬が、郵便報知の記者として秋田地方を旅行した際、ものしたところの紀行交に、よく記され いる。
小商売への圧迫は更に地方税の方面からも押寄せた
。
新しく成
立した第一県会は、地方税規則を作ったが、それによると上に厚く、下に薄い租税体系が形成されて、小商業者が非常な重税を加えられることになっていた。
かくて繁栄の裏側では、窮乏が進行じ、そこに積みためられた
不平と不満は、指導の仕方によ
っ
ては、容易に政治運動にも結び
つく性質のものであ
っ
た
。
一 回
O
む
す
ぴ
イシフレは、資本主義社会にあっては「一方では労働者、小作
入、都会の中小商人、中小国債所有者を収奪し、他方では地主、商人、金融業者、およびようやく出現しかけていた産業資本家の手元に異状な富 蓄積をもたらす」
4
問料一詔きものである
o
こ
の鉄則の貫徹が、明治十年代前半の秋田県に於レても、殆ど典型的に見られることは、以上明らかにした通りである
。
貧固化した士族、小作、貧農、勤労布民、そして小商業者たち
がどのような経過をとって民権運動に結合してゆくか、更には建頭して来た地主や資本家たちが民権運動 ど 様な態度をとって行くかについては、別稿 し 蕊では、イジフレ下におけ国民各階層の影響のうけ方 ついてだけのべるに止め 。註ω
自由党史
ω
服部之総「明治の主命」問中惣五郎「日本の自由民権」
ω
美濃部亮吉「日本 経済
州w
地廻米とは、本荘米、仙北米を除く秋田県産米 称である。
ω
表
2
に一諒された米価は表ーとは若干異るが、それは表
1
は
毎年の最高値、最低値を示したのに対し、表2では毎月寸五日の値段を取上げた為である。
約秋田翠適新聞明治十二年仰向上明治十三年・秋田県統計書ω
秋田翠遁新聞
ω
服部之総「幕末秋開藩の木綿市場及木綿機業」
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アクチユア史論所収〉
ω
秋田県統計書
ω
横摂毎日新聞・北羽発達史下
ω
秋田県農事調査
ω
秋同県庁農地課「秋田県農地改革史」
ω
秋田選運新聞
m w
土畢喬雄「明治初年農民騒擾録」
倒今野賢三「秋田県労働運動史」ω
秋田県統計書
ω
秋田沼運新聞
法政大学史学会々 報
昭和三十一年二月八日午後五時より
「法政史学」第八号編集会議
四月二十一日法政大学史学会例会午後六時半
l
八時四十分
於七
O
番教室一、例会に先だち単位履修方法を中心としての、ガ
イダシスあり。右終了後引続き例会ハ新入生歓迎会〉あり。出席者藤井、板沢、竹内、丸山各教授、芥川助手、在学生五十五 名 。
五月三十日委員会開催午後六時より於史 研究室
議題。昭和三十一年度総会の件
C
春季史蹟調査の件
六月五日「法政史学」第八号発刊さる。六月七日委員会開催午後八時より於史学研究室
於史学研究室
総会および史蹟調査に関する打合せ。
六月十四日委員会開催午後六時より
総会および史蹟調査準備
六月廿一一百昭和三十一年度法政大学史学会総会
時半於七
O
番教室
開会之辞司会長谷川委員挨拶 長藤井教授総会議長選出四年宮沢君議長に推さる。
議事
昭和三十年度決算報告会計伊 委員昭和三十年度事業報告企画渡辺
Q
清 〉 委 員
昭和三十一年度予算案審議会計伊藤委員昭和三十一年度行事予定 ハ清）委員その他質疑応答あり、藤井、竹内両教授より所感を述べていたY
いた。続いて次の如く研究発表会あり。
用水・治水問題より観たる江一円近郊農村の一型態
l
特に三給地
としての和泉村の場合
i
大学院卒業生黒崎菊江
江戸時代農村人口の減少と対策の研究
i
特に中期以後に於ける
間引二男以下と奉公人について
i
大学院高橋令治
士族の崩壊過程
l
主として明治初年から九年頃まで
大学院新井わか子
右につき活漉な質疑応答あり。出席者藤井、板沢、竹内、丸山各教授芥川助手卒業生、在学生・会員約六 名参加
六月ザ四日春季由民蹟調査
於史学研究室
午後六時！九
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